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研究成果の概要（和文）：共同作業において，コミュニケーション行動は作業環境の特性に影響されるとの仮説のもと
に，三人対話でのインタラクションを分析した．分析の過程で，各参与者が果たしている役割が各人の行動に大きな影
響を与えていることが示され，さらにコミュニケーション能力が役割決定の大きな要因となっていることが示唆された
．三人対話の分析の結果，コミュニケーション能力と会話の話題が視線行動に影響を及ぼすことが示された．

研究成果の概要（英文）：Interaction activities were analyzed in three-party collaborative task settings 
under a hypothesis that the characteristics of task environments would affect the participants' 
communicative activities. In the course of the analysis, it turned out that the role of each participant 
has bigger effect on their communicative activities, and that the communicative ability of each 
participant is likely to be an important factor for assigning the role in the task. The analysis of 
eye-gaze in three party conversation suggested that communicative ability and the conversation topic 
affect participants' gaze activities in multi-modal conversation.

研究分野： 認知科学
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 作業者は情報収集や協調行動の基盤とし
て作業環境に依存するが，その結果作業者は
環境のもつ特性に影響を受けやすくなるこ
とも観察されている．例えば，共同作業環境
として地図を用いた場合，ユーザは記述対象
の世界に対する観点を地図に依存して決定
しがちとなる．そのため．地図上で移動経路
について話し合う場合，作業者の言語行動は
地図の持つ空間的な特性により影響を受け
る．こうした会話では，作業者が地図の記述
対象の世界よりも，むしろ地図の空間的構造
に基づいた観点をとっていることを示して
いる．仮想共同作業環境による作業支援シス
テムを設計する際，作業環境の特性による作
業者への影響を適切に制御することが，作業
の効率向上や作業者間の円滑な行動調整の
実現に繋がると期待される．そこで，本研究
提案では作業環境の特性と作業車間のコミ
ュニケーション行動および作業課題の達成
との関連に着目し分析に着手した． 
 
(2) マルチモーダルコミュニケーション研究
において，モーションキャプチャー装置や視
線検出装置を用いた客観的データに基づく
研究手法が定着しつつあり， ACM の 
International Conference on Multimodal 
Interaction のような，マルチモーダルイン
タラクションを専門に扱う国際会議も近年
大きく発展を見せていた．こうした研究分野
での最新動向を鑑み，本研究提案においても
大規模インタラクションコーパスを収録し，
これに基づく量的分析を行うことで，信頼性
の高い分析結果を示す必要があった． 
 
 
２．研究の目的 
 研究開始当初の目標設定は，下記(1)の通り
であった． 
 
(1) 仮想共同作業環境の構造，実在感の強さ，
また環境に対する作業者の観点設定がコミ
ュニケーションおよび作業課題遂行に与え
る影響について明らかにする 
 
しかし，分析の過程で，課題遂行に際して作
業者が果たしている役割がコミュニケーシ
ョン行動に対してより大きな影響を及ぼす
ことが示唆された．さらに，各参与者のコミ
ュニケーション能力が，それぞれのコミュニ
ケーション役割の決定に際して大きな影響
力を持つとみられる事例も観察された．これ
らの観察結果を鑑み，2 年目からは以下の目
標(2)を新たに加えた． 
 
(2) 作業者の作業者のコミュニケーション能
力要因とコミュニケーション行動の相関に
ついて明らかにする 
 

３．研究の方法 
 3 人の参与者による共同作業データについ
て, 発話, 視線行動, 身体動作などのコミュ
ニケーション行動と作業環境との関係につ
いて分析した．また，コミュニケーション能
力とコミュニケーション行動の相関を明ら
かにするため，コミュニケーション能力が十
分であり参加者間で能力差が少ない母語会
話条件と，コミュニケーション能力が不十分
で参与者間で能力差がある第2言語会話条件
で，主に注視行動に重点を置いて比較を行っ
た．コミュニケーション行動データとして，
参与者の身体行動はビデオ映像により記録
し，一部のデータについてはモーションキャ
プチャー装置を用いて身体動作データも収
録した．視線行動は NAC 社製 EMR-9 ヘッドマ
ウント型視線検出装置により収録した．また，
各参与者の発話については，説話型マイクロ
ホンにより記録した. また，作業後に自身の
インタラクション行動や共同作業相手への
印象に関する質問紙調査を行った． 
 
 
４．研究成果 
 
(1) まず，既に NICT のプロジェクトで収録
した遠隔共同作業課題データの整理および
分析を行なった．視線および身体配置につい
て検討した結果，共同作業時に他者への指示
等主導的役割を果たすもの，実際に作業に従
事し環境を直接改変していくもの，という役
割分担が分析の観点として重要となること
が明らかになってきた．指示を行なう者は、
作業環境に対しやや俯瞰的な観点を取りが
ちであるが，作業を行なうものは自分を参照
基点とする行為者観点を取りがちである．共
同作業の参加者それぞれについて、発話行動
や身体行動に基づいて役割分類を行なう必
要が出てきた。 
 
(2) 役割分担の決定過程を分析する中で，誰
が会話における主導権を握っているのかが
重要な決定要因となっていることが示唆さ
れた．さらに，会話における主導権は，コミ
ュニケーション能力と強く関連することが
予測される．そこで，共同作業における作業
環境の特性分析に先立ち，各参与者のコミュ
ニケーション能力とコミュニケーション行
動についての相関分析を行うこととした．具
体的には，コミュニケーション能力要因を操
作するために，3人１グループ、合計 20 グル
ープに母語会話および第2言語会話をそれぞ
れ行ってもらい，発話および視線行動データ
を収録し，母語の場合(コミュニケーション
能力に問題の無い場合)と第 2言語の場合(コ
ミュニケーション能力が十分でなく，グルー
プ内でも能力差が顕著な場合)で非言語行動
の被験者内比較を行った．その結果，以下の
ことが示された． 
 



① 参与者のコミュニケーション能力が低く
なる第 2言語会話の場合，母語の場合と比べ
て発話者に対する聞き手の注視量が有意に
多くなる 
 
② 第 2 言語の場合，母語の場合と異なり，
注視行動は作業参与者自身が意識している
ものとは大きく異なる傾向を示す例がしば
しばみられる 
 
③ 注視行動などのコミュニケーション行動
が相手の心的状態に及ぼす影響は，各参与者
のコミュニケーション能力によって左右さ
れる可能性がある． 
例１) 高いコミュニケーション能力を持
つ相手からの注視行動はプレッシャーと
感じられる 
例２) 高いコミュニケーション能力を持
つ相手からの注視行動はその相手へのネ
ガティブな印象につながりやすい 

 
これらの成果は，国際会議 CogSci2013 の
Full Paper ポスター発表１件、members 
abstract 1 件、および ICMI2013 の long 
paper 口頭発表 1件として発表された． 
 
(3) 母語の場合と異なりコミュニケーショ
ン能力に大きく差が生じる第2言語会話では，
各参与者の言語能力の高低が注視行動に影
響する可能性がある．これを検証するために，
母語および第 2 言語会話コーパスを拡張し，
自由対話および目的対話(サバイバル課題対
話)を収録し，対話の性質・言語能力・発話
行動・注視行動の関係について分析を行った．
その結果，以下のことが示された． 
 
① 目的対話では自由対話の場合よりも話者
が聞き手から注視される割合が有意に増え
ることが観察された．このことから，目的対
話では自由対話の場合に比べて，課題を遂行
する際に聞き手が話し手を注視することで
何らかの情報を補う必要性が高くなってい
る可能性が示された．  
 
② 第 2 言語会話では次話者への注視率が母
語よりも高くなっていることが観察された．
このことから，第 2言語会話ではインタラク
ション構造が母語の場合よりも単純化され
て，次話者の予測が容易となっている可能性
が示唆された． 
 
③ 発話中だけでなく，沈黙時の注視につい
ても第2言語の方が母語に比べて注視量が増
えることが明らかになったが，発話中の場合
とは異なり対話の性質による差は見られな
かった．このことから，課題対話においてコ
ミュニケーション能力を補うための注視行
動は沈黙時よりも発話時に顕著に行われて
いる可能性が示された． 
 

これらの成果については，国際会議 UMMMI 
Workshop in ICMI2014 の口頭発表 1 件、
Oriental COCOSDA2014 での口頭発表 1件、お
よ び 論 文 誌  Language Resources and 
Evaluation 1 件に発表された．また，EAP 
CogSci2015 のポスター発表 1 件として採択
済みである． 
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